
振
れ
止
め
バ
ー

（
水
膨
張
－
液
弾
性
シ
ー
ラ
ン
ト
）

Ｐ
－
１
０
１
Ａ

－
１
－

（
梁
）

コ
ー
キ
ン
グ

（
外
部
）

（
壁
）

（
外
部
）

（
壁
）

（
梁
）

（
外
部
）

（
梁
）

（
梁
）

（
壁
）

（
外
部
）

（
壁
）

■
　
水
平
ス
リ
ッ
ト
の
収
ま
り

（
　
廊
下
及
び
バ
ル
コ
ニ
ー
側
　
）

（
　
妻
　
側
　
）

　
入
れ
る
際
に
、
位
置
及
び
性
能
を
下
記
の
様
に
標
準
と
す
る
。

※
完
全
ス
リ
ッ
ト
を
設
置
し
た
壁
に
対
し
て
、
面
外
拘
束
の
振
れ
止
め
バ
ー
を

■
　
施
工
手
順

《
　
説
　
明
　
》

　
面
内
方
向
の
動
き
に
対
応
し
、

<
注
意
>

※
梁
の
欠
損
に
な
ら
な
い
様
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
キ
ン
グ

（
壁
）

（
外
部
）

 
構
造
ス
リ
ッ
ト
と
防
錆
収
縮
鉄
筋
(
振
れ
止
め
バ
ー
)
施
工
標
準
図

－
２
－

■
　
施
工
手
順

（
柱
）

（
壁
）

（
柱
）

（
壁
）

（
柱
）

（
壁
）

《
　
説
　
明
　
》

25

（
柱
）ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム

(
止
水
ゴ
ム
)

シ
ー
リ
ン
グ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
材

セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー

（
壁
）

セ
パ
レ
ー
タ
ー

（
柱
）ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム

(
止
水
ゴ
ム
)

シ
ー
リ
ン
グ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
材

セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー

（
壁
）

セ
パ
レ
ー
タ
ー

25

振
れ
止
め
バ
ー

■
　
垂
直
ス
リ
ッ
ト
の
収
ま
り

25

25

ア
ク
シ
ス
株
式
会
社

　
　
 
 
 
 
 
  
 
第
二
東
都
ビ
ル
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
－
５
３
７
７
－
７
７
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
－
５
３
７
７
－
７
７
８
２

e
-
ma
i
l
：
s
li
t
m
a
i
l
@
ax
i
s
-
s
l
it
.
c
o
m

h
t
tp
/
/
w
w
w
.a
x
i
s
-
s
l
it
.
c
o
m

　
　
　
　
　
　
担
当

〒
16
6
-
0
0
0
4　
東
京
都
杉
並
区
阿
佐
谷
南
１
－
３
３
－
１

<
注
意
>

※
返
し
型
枠
に
目
地
棒
を
固
定
し
、

　
型
枠
を
締
め
付
け
て
完
了
。

<
注
意
>

　
中
央
部
分
に
穴
を
明
け
振
れ
止
め
バ
ー
を

※
ス
リ
ッ
ト
材
を
固
定
後
、
ス
リ
ッ
ト
材
の

サ
ン
タ
ッ
ク

シ
ー
ラ
ー

（
止
水
ゴ
ム
）

硬
質
塩
ビ
補
強
材

硬
質
塩
ビ
補
強
材

サ
ン
タ
ッ
ク
シ
ー
ラ
ー

サ
ン
タ
ッ
ク
シ
ー
ラ
ー

Ｒ
金
具

硬
質
塩
ビ
補
強
材

硬
質
塩
ビ
補
強
材

（
水
膨
張
－
液
弾
性
シ
ー
ラ
ン
ト
）

シ
ー
ラ
ー

（
止
水
ゴ
ム
）

サ
ン
タ
ッ
ク

独
立
気
泡
発
泡
体

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

独
立
気
泡
発
泡
体

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

t

t

w

w

振
れ
止
め
キ
ャ
ッ
プ

（
梁
）

Ｐ
－
１
０
１
Ａ ア
ク
シ
ス
レ
ベ
ラ
ー

振
れ
止
め
バ
ー

振
れ
止
め
バ
ー

振
れ
止
め
キ
ャ
ッ
プ

絶
縁
カ
バ
ー

振
れ
止
め
バ
ー

　
ス
リ
ッ
ト
材
に
貫
通
さ
せ
、
そ
の
後
、
柱

　
フ
ー
プ
筋
の
間
に
差
し
込
む
。

　
振
れ
止
め
筋
が
中
央
部
で
真
っ
直
ぐ
入
っ

　
て
い
な
い
と
、
面
内
方
向
の
動
き
に
対
し

　
て
弊
害
と
な
る
の
で
、
斜
め
に
し
て
壁
配

　
筋
等
に
直
接
固
定
す
る
こ
と
は
不
可
。

※
振
れ
止
め
バ
ー
を
固
定
す
る
為
に
、
壁

　
配
筋
等
に
番
線
で
く
く
り
つ
け
る
。

振
れ
止
め
キ
ャ
ッ
プ

絶
縁
カ
バ
ー

　
面
外
拘
束
を
考
慮
し
て
振
れ

　
振
れ
止
め
筋
に
関
し
て
は
、

　
防
錆
加
工
を
し
た
も
の
を
使

　
用
し
、
上
端
は
安
全
を
考
え

　
キ
ャ
ッ
プ
状
の
も
の
を
用
い

　
る
。

※
大
梁
の
フ
ー
プ
筋
が
上
階
壁
部

　
分
の
中
央
に
振
れ
止
め
バ
ー
が

　
く
る
様
に
結
束
線
で
固
定
し
ま

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
、
目
地

　
棒
、
防
水
材
、
ス
リ
ッ
ト
材
を

　
設
置
。
（
施
工
要
領
書
を
確
認
）

※
壁
配
筋
と
は
独
立
さ
せ
、
性
能

　
上
、
壁
の
中
心
部
に
振
れ
止
め

　
バ
ー
を
位
置
さ
せ
る
こ
と
に
よ

　
せ
る
こ
と
に
よ
り
本
来
の
意
味

　
を
発
揮
す
る
。

　
こ
の
と
き
壁
配
筋
は
、
ス
リ
ッ

　
ト
材
よ
り
3
0
m
m
以
上
離
し
て
設

　
置
し
な
い
と
か
ぶ
り
が
取
れ
な

　
い
。

　
こ
の
時
、
絶
縁
カ
バ
ー
は
ス
リ
ッ
ト
の
芯

　
材
か
ら
柱
側
に
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
場
合
に
よ
っ
て
柱
の
欠
損
に
な
る
こ
と
も

　
あ
る
。

絶
縁
カ
バ
ー

　
垂
直
ス
リ
ッ
ト
の
振
れ
止
め
筋
に
求
め
ら
れ
る
性
能
と
し
て
は
、

　
面
内
変
形
時
に
柱
へ
の
応
力
を
伝
え
な
い
た
め
に
、
収
縮
が
と
れ

　
且
つ
、
面
外
拘
束
の
対
応
が
で
き
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

（
設
置
ピ
ッ
チ
は
設
計
図
書
に
よ
る
）

　
止
め
筋
は
、
「
振
れ
止
め
バ

　
ー
」
同
等
以
上
と
す
る
。

<
注
意
>

　
F
L
±
0
～
+
2
5
迄
と
し
て
下
さ
い
。

　
こ
の
と
き
絶
縁
カ
バ
ー
は
必
ず

　
F
L
よ
り
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
と
梁

　
欠
損
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
書
に
よ
る
）

　
す
。
（
設
置
ピ
ッ
チ
は
設
計
図

2
0
1
0
.
6
／
　
V
o
l
.
2


